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名湖内の舞阪験潮場の毎正時のデータである。 
この期間の波浪・潮位の観測値と台風の来襲時

期を図 -8の下側2段に示した。また、図 -8最上段

には観測値から式 (1)による粒度毎のバーム形成

の可能性を、図 -8上2段目には式 (2) によるバー

ムの推定高さを示した。礫でバームが形成される

時期が各台風と対応している。これらを考慮して、

図-9に示すようにNo.161のA〜Dの層の形成に寄

与した台風を推定した。主要な２つの層の形成過

程の推定を以下に示す。 
B層は、最も下にあるので時期が早く、礫が大

部分を占めつつ陸側への広がりが小さいことから、

バーム高さ推定値が比較的小さい台風 17 号

（T1417）による波浪で形成されたと解釈できる。 
A層は、陸側の奥109m（T.P.2.5m）まで続く

厚い層となっている。また、この層には砂の中に

礫が混在していて、礫成分が移動する条件が必要

である。礫によるバーム形成条件、バーム高さの

推定値から、Aは台風18号 (T1418)で形成された

と推定された。この台風は、10月6日0時頃に調

査地域に最接近し、波浪とともに潮位も高くなっ

た。このため、陸側に伸びる層が形成しやすい状

態であったと考えられる。  
また、A層は砂成分も多く含んでいるが、先に

堆積した沖側のB層の礫で構成されるバームを残

したまま岸側で堆積している。潮位が高い状態や

遡上波の遡上距離が長い等の条件が揃い、バーム

よりも岸側に砂が堆積したと考えられる。 

4．まとめ 

 本報では、浜松篠原海岸での調査を通じて、ト

レンチ調査で得られる情報と海象情報、測量成果

などを多面的に解析するというこれまでにない手

法により、砂礫混合海岸の形成過程を把握できる

ことを示した。この結果は、養浜の材料や時期な

どの検討に活用できるものである。 
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図-8 粒径別のバーム形成の状態と海象条件の対比  

 
 
 
 

 
 

図-9 縞模様を形成した台風の特定  
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